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有機酸添加による動物性染料コチニールの抽出時の色相変化

　　　　　　　　共立女短大　　　樫野悦子

　目的　コチニールは、メキシコ原産のエンジ虫（コクスカクチ）に存在する色素で、主

産地のメキシコ、グアテマラ、カナリー諸島などでは染料用として放養しており、一般的

にpH値によりその也相が変化することは知られているが、その詳細は明らかではない。前

報では、コチニール抽出液の色相変化は無機酸添加では初期値pH2と３の聞であり、有機

酸添加では初期値pH3と４の閲であり、その変化は無機酸に比べて有機酸は緩慢であるこ

とを報告した。そこで本研究では、前報にひき続きコチニール染料による染色を合理的に

行うための基礎的なデーターを得ることを口的とし、主としてコチニール抽出時における

有機酸添加による詳細な初期PH値と色相変化について検討した。

　方法　抽出用水に添加する有槻酸には。メタン酸・エタン酸・プロパン酸・ブタン酸を

使用した。それぞれの酸により詳細な初期pll値になるようにpllメーターにてpll調整を行っ

た。抽出容器は、lOOm.の共栓付三/'Jフラスコを用い、コチニール乾燥虫体0.5gに対して
抽出用酸溶液50mLの一定濃度になるようにした。気温20±s°cの室内でそのまま静置して

コニール色素抽出を行い、その抽出液の可視部吸収スペクトル特性波艮曲線及び色皮を経
日的に測定した。

　結果　①いずれの有機酸においても初期値pll2と３では、42日間抽出による可視部吸収

スペクトル特性波艮曲線の最大波長変化はほとんど認められないが、初期値PH4では｡21

日間の抽出により最大波長は変化する。②可視部波長曲線の最大波長は次第に長波長側へ
と移行し、その速度は蒸留水＞メタン酸＞エタン酸＞プロパン酸≧ブタン酸の順である。
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　　　　　　　　植物染料染絹布の劣化に及ぽす媒染剤の影響
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《目的》古文化財の染織品の中には、鉄媒染で染めた絹織物の劣化が著しい、という問題

がある．そこで, fit物染科で絹繊維を染色し. 環m別劣化促進を行い染色・媒染処理別に

損傷状態を調べ、鉄媒染試料の損mの原因を1架った．

《方法≫染科は．五倍子・蘇芳・未染色とし．媒染剤は、木酢酸鉄・硫酸第一鉄・重クロ

ム酸カリ・硫酸アルミニウムカリウムの４媒染剤と未媒染を組み合わせ.15種類の染色・

媒染処理試料を作製した.恒温恒i!室内で直径30㎝のガラス製デシケータの中を、乾燥

（シリカゲル入り) ■脱酸素・多湿度の状態になるようにmm.し、これらの試料を封入し．

た．デシケータは常時恒温恒温室に置き．明（標準蛍光灯下）暗(デシケータを黒布で覆

う）状態とした．更に恒温恒湿室内にそのまま保存した試料も加えた．

　試科の変化状態は、TENSIRON R(H-25(KKオリエンテック）、テンシロン多機能型データ

処理装置を使用し.JIS L 1069- 78（繊維の引張試験方法）により引張り強伸度試験を行

った．本報告は３年経過後の結果である．

《結果》①環境状態別では、最も変化が見られなかったのは、脱酸素の暗環境であった．

多湿環境状態は、明・略ともに対照に比べて、高度の有意差が見られた．また乾燥状態で

も明環境で同様の傾向が見られた．

②媒染剤別に見ると、鉄{特に硫酸第一鉄）,クロムで媒染した試料に損傷の有意差が見

られ、変化の少なかったのは、アルミニウムであった．


